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2014 年もよろしくお願い申し上げます！
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１. 製品認証



JET Report vol.61　5

２. タイ国通信認証
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技術基準のワンポイントアドバイス

不適合の事例（表示：定格等）

INPUT：AC100-240V, 50/60Hz

OUTPUT：DC5.0V, 400mA

器体外郭にある表示銘板に定格入力容

量（ＶＡ）の表示がなかった。（直流電源

装置）

②交換又は取付

不適合の事例（表示：ヒューズの定格表示）

交換が可能である電流ヒューズの取付け部及び銘板
のいずれにも定格電流の表示がなかった。
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技術基準のワンポイントアドバイス

① 電気用品の仕様を示す表示要求の例

別表第八附表第六　電気用品の表示の方式

表示の方式電気用品

電熱器具

表示すべき事項 表示の方法

1.  相（定格電圧が１２５Ｖを超えるものの場合に限る。） 表面の見やすい箇所に容易
に消えない方法で表示する
こと。2.  定格電圧

4.  定格周波数（電動機又は変圧器を有するものの場合に限る。）

5.  短時間定格のものにあっては、定格時間

6.  水中用のものにあっては、その旨

3.  電極式のものにあっては定格電流、その他のものにあっては定格消
     費電力

7.  屋外用のもの（水中用のものを除く。以下この表において同じ。）
     にあっては、屋外で使用できる旨

9.  電気接着器にあっては、接着部の使用温度

11.  二重絶縁構造のものにあっては、     の記号

10.  電熱ボードのうち、乾燥した場所で使用するものにあっては、そ
        の旨

8.  屋内用のもの（水中用のものを除く。以下この表において同じ。）
     にあっては、その旨（水道凍結防止器、ガラス曇り防止器その他の
     凍結又は凝結防止用電熱器具、電気温水器、電熱ボード、電熱シー
     ト、電熱マット、電気育苗器、電気ふ卵器及び電気育すう器の場合
     に限る。）
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Conference Report

② 交換又は取付けするときに必要な表示要求の例

③ 使用上の注意を与える表示

別表第八１（２）

ツ（ニ）アース機構の表示は、次に適合すること。

　　a.　アース線には、そのもの又はその近傍に容易に消えない方法でアース用である旨

　　　　の表示を付してあること。ただし、アース線に緑と黄の配色を施した電線にあっ

　　　　ては、この限りでない。

　　b.　アース用端子には、そのもの（容易に取り外せる端子ねじを除く。）又はその近

　　　　傍に容易に消えない方法でアース用である旨の表示を付してあること。ただし、

　　　　器体の内部にある端子であって、アース線を取り換えることができないものにあ

　　　　っては、この限りでない。

ラ（ロ）電球又は放電管の取換え又は清掃のために開閉する部分の締付けは、容易に、確

　　　　実に、かつ、安全にできること。

　解説　照明用の電球、放電管等の近傍又は外郭の見やすい箇所に適用ランプの種類及び
　　　　定格電圧（放電ランプを除く。）の表示を付してあるものは、「取換え」が確実
　　　　にできるものとみなす。
マ　ヒューズを取り付けるものにあっては、その銘板またはヒューズの取付け部に、電流

　　ヒューズにあっては定格電流を、温度ヒューズにあっては定格動作温度を、容易に消

　　えない方法で表示すること。ただし、取り換えることができないヒューズにあっては、

　　この限りでない。

エ　外部との接続機構を有するものにあっては、次に適合すること。

　（イ）器体に附属したコンセント（外部に電力を取り出すものに限る。）には、そのも

　　　　の又はその近傍に容易に消えない方法で安全に取り出すことができる最大の電力

　　　　又は電流の値を表示してあること。

　（ロ）器体の外部にスピーカーを接続する端子を有するものにあっては、当該端子又は

　　　　その近傍に容易に消えない方法で接続される負荷のインピーダンスの値を表示し

　　　　てあること。

別表第八１（２）

テ　極性が異なる充電部相互間又は充電部と人が触れるおそれのある非充電金属部との間

　　の尖頭電圧が６００Ｖを超える部分を有するものにあっては、その近傍又は外郭の見

　　やすい箇所に容易に消えない方法で高圧のため注意を要する旨を表示してあること。

　　ただし、家庭用電位治療器にあっては、この限りでない。



「渋澤賞」受賞に感謝して
横浜事業所　EMC 試験センター　井上 正弘
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　この度、はからずも
日本電気協会澁澤賞受
賞の栄に浴することに
なりました。これはひ
とえに電気用品調査委
員会の電波雑音部会委
員各位のご協力とご支
援によるものであり、
関係各位に心より御礼
申し上げます。

　思い起こせば、平成 10 年に当時の電波雑音専門部会の部
会長職を引き継いで以来 15 年になります。当時は電気用品
取締法の時代で、電波雑音の技術基準はもっぱら省令第１項
に依っていましたが、平成 10 年に初めて省令第２項（現在
は技術基準の解釈別表第 12）の J 規格のうち、J55014

（家庭用電気機器）と J55022（情報技術装置）が制定され、

その後 J55013（音声・テレビジョン放送受信機等）と
J55015（照明機器）が追加されて現在の整合規格群が形
成されています。これらは、補完的な役割を持つ J55001
を除き、すべて情報通信審議会答申に基づいて作成され電気
用品安全法の技術基準に採用されたもので、原案を作成して
いただいた WG 主査及び関係工業会の皆様のご尽力に改め
て深く感謝申し上げる次第です。
　今、電気用品安全法の技術基準体系が大きく変わろうとし
ており、電波雑音の基準についても、国際整合のとれた民間
規格を整備していくことが求められています。今回の受賞は、
我が国の製品安全規制の中で、電波障害も障害防止の観点か
ら重要性を認められたものと受け止め、整合規格の補完とメ
ンテナンスを続けて行かなければならない、という重い使命
に身の引き締まる思いであります。ご関係の皆様には、引き
続き絶大なご支援をお願い申し上げます。

④ その他の表示

別表第八１（２）

ナ　通常の使用状態において人が触れるおそれのある可動部分は、容易に触れるおそれが

　　ないように適当な保護わく又は保護網を取り付けてあること。ただし、機能上可動部

　　分を露出して使用することがやむをえないものの可動部分及び可動部分に触れたとき

　　に感電、傷害等の危険が生ずるおそれのないものにあっては、この限りでない。

　解説　次に適合するものは、「傷害等の危険が生ずるおそれのないもの」とみなす。
　　　　(1) 扇風機、換気扇、送風機（エアーカーテン）及びサーキュレーター　
　　　　イ　回転が目視により容易に判別でき、かつ、触れた場合に危険である旨の表示
　　　　　　が見やすい箇所にあるものにあっては、保護枠又は保護網の間隔が25mm 
　　　　　　以下であるもの
　　　　ロ　高所取付け用の表示があるものであつて、かつ、触れた場合に危険である旨
　　　　　　の表示が見やすい箇所にあるもの
ウ　スイッチを有するものにあっては、スイッチの開閉操作または開閉状態を文字、記号

　　または色により見やすい箇所に表示すること。ただし、表示することが困難なものに

　　あっては、この限りでない。

（技術規格部）
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１．IEC 60335-1（家電機器通則）関連の
      修正案の検討

２．IEC 60335 個別規格関連の修正案の検討

Conference Report
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Thermal
fuse

T2

T1

PT100

R2
R

Microprocessor

３．CTL（試験機関委員会）からの
      規格解釈に関する確認事項案

４．TC61 に対する各国からの確認事項
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Conference Report

1．IEC61215　（モジュールの型式認証）の
　　規格改訂

３．PID（Potential Induced Degradation:
　　電圧誘起出力低下）試験規格案

2．IEC61730 ( モジュールの安全 ) の規格改訂 
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５．IEC 組織体制に対して

６．その他

4．品質保証体制に関する規格案
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Conference Report
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コース名 東京開催 関西開催 時　間 参加費用
(税別)

ISO14001　入門

ISO14001　養成（2日間）

ISO14001　ブラッシュアップ

やさしいISO14001

平成26年2月5日(水)

平成26年2月3日(月)-4日(火)

平成26年1月28日(火)

平成26年1月27日(月)

平成26年2月10日(月)

平成26年2月25日(火)-26日(水)

平成26年2月17日(月)

平成26年2月21日(金)

平成26年2月18日(火)

平成26年2月24日(月)

平成26年3月3日(月)-4日(火)

平成26年3月6日(木)‐7日(金)

平成26年3月24日(月)-25日(火)

平成26年１月20日(月)-21日(火)

平成26年2月26日(水)

平成26年1月17日(金)

平成26年2月19日(水)-20日(木)

平成26年1月29日(水)

平成26年3月18日(火)

平成26年3月14日(金)

平成26年1月14日(火)-15日(水)

平成26年3月10日(月)

平成26年3月12日(水)

平成26年2月3日(月)

13:00～17:00

  9:00～17:30

  9:30～16:30

14:00～16:00

13:00～17:00

  9:00～17:30

  9:30～16:30

14:00～16:00

14:00～16:00

13:00～17:00

  9:00～17:30

 9:00～17:30

 9:00～17:30

 9:00～17:30

15,000円

44,000円

22,000円

無料

15,000円

44,000円

22,000円

無料

22,000円

15,000円

44,000円

44,000円

44,000円

44,000円

無料

　【ISO14001コース】

ISO9001　入門

ISO9001　養成（2日間）

ISO9001　ブラッシュアップ

やさしいISO9001

ISO9001と品質管理

　【ISO9001コース】

ISO5001　入門

ISO5001　養成（2日間）

　【ISO50001コース】

ISO9001・ISO14001統合コース（2日間）

ISO14001、OHSAS18001統合コース（2日間）

ISO9001・ISO14001、OHSAS18001
統合コース(2日間）

やさしいOHSAS　

　【統合MSコース】【OHSASコース】

14:00～16:00
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規格番号

引用規格
区分記号 試験項目

箇条

C7801: : 1

C7801: : 2

C7801: : 6

C7801: : 7

C7801: : 8

C7801: : 9

JIS C 7801

7

7

9

9

9

9

全光束

効率

相対分光分布

色度

相関色温度

演色評価数

規格番号

引用規格
区分記号 試験項目

箇条

C8152-2: :1A

C8152-2: :2A

C8152-2: :3

C8152-2: :4

C8152-2: :5

C8152-2: :6

JIS C 8152-2

7

7

8

8

8

8

全光束（4π条件）

効率（4π条件）

相対分光分布

色度

相関色温度

演色評価数

新しい制度の
お知らせです
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【お問い合わせ先】
研究事業センター　系統連系試験認証グループ

TEL : 045- 570- 2075
FAX : 045- 570- 2077
E-mail：jet-grid@jet.or.jp



至八王子 遊歩道

至小田原

グラスシティ
元代々木

カトリック
初台教会

至調布

■本部・東京事業所
〒151-8545　東京都渋谷区代々木5-14-12
■ISO登録センター
〒151-0061　東京都渋谷区初台1-46-3（シモモトビル5階）

研究事業センター研究事業センター

至新川崎・品川駅↑
至
品
川

↑至矢向

国道15号
線 ( 第一京浜

）

至
品
川

ケーズデンキ

鶴見
市場

八丁
畷 八

丁
畷

■研究事業センター
〒230-0004　神奈川県横浜市鶴見区元宮1-12-28

■横浜事業所
〒230-0004　神奈川県横浜市鶴見区元宮1-12-30

■関西事業所
〒661-0974　兵庫県尼崎市若王寺3-9-1

三田駅 A5、A6

三田駅 A7

NEC

三田駅
A9

東京女子
学園
中・高

戸板
女子
短大

至海岸

至新橋
東京タワー

セレスティン
ホテル

浜
松
町
駅

田町駅

芝園橋交差点

芝公園駅A1出口

東京
グランドホテル

住友
芝公園
ビル 全日電工連

会館3Ｆ

友愛
会館

至　
J
R
田
町
駅
↓

電磁界情報センター電磁界情報センター

■電磁界情報センター
〒105-0014　東京都港区芝2-9-11　全日電工連会館　3階

＜お問い合わせの際はこちらまで＞
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